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第7回
蜂ヶ峯クロスカントリー大会

すがすがしい風を受けて走った

1
月
10
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
及
び
和

木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
場
内
で
「
第
7
回
蜂
ヶ

峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」
が
和
木
町

体
育
協
会
（
重
本
正
明
会
長
）
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
興
亜
レ
ジ
ャ
ー
開
発（
株
）

の
ご
協
力
に
よ
り
ゴ
ル
フ
場
内
を
走
る
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
で
す
。

開
会
式
に
先
立
ち
「
和
木
紅
鴉
」
が
よ

さ
こ
い
を
披
露
、
大
会
の
無
事
と
成
功
を

祈
り
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
東
屋
副
会
長
は
「
今
回
の
大

会
か
ら
Ｒ
Ｃ
チ
ッ
プ
（
自
動
計
測
シ
ス
テ

ム
）
を
導
入
し
、
結
果
発
表
及
び
表
彰
に

か
か
る
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
も
7
回
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
10
回
、
20
回
と
続
く
よ
う
に
来
年
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
。

古
木
町
長
は
「
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を

メ
イ
ン
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
続
く
コ
ー
ス

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
、
健
脚
ぶ
り

を
心
よ
り
期
待
し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
リ
と

光
る
新
春
の
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
大

会
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の

方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
参
加
者
を
激
励
。

続
い
て
、
和
木
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

三
浦
麻
奈
さ
ん
（
中
学
2
年
）
が
「
蜂
ヶ

峯
の
す
が
す
が
し
い
風
を
受
け
最
後
ま
で

走
り
ぬ
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強

く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
友
人
や
家
族
が
見
守
る
中
、
10

時
30
分
か
ら
「
5
km
コ
ー
ス
」
の
部
が
ス

タ
ー
ト
、
続
い
て
「
3
km
コ
ー
ス
」、「
10

km
コ
ー
ス
」、「
2
・
2
km
コ
ー
ス
」
の
部
が

そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

場
内
は
、
選
手
に
と
っ
て
は
心
臓
破
り
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
連
続
す
る
コ
ー
ス
。
ほ

と
ん
ど
の
選
手
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
挑

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
園
駐
車
場
で
は
、
出
場
選
手

ら
に
「
う
ど
ん
」、「
ぜ
ん
ざ
い
」
が
振
舞
わ

れ
、
疲
れ
た
体
を
温
め
ま
し
た
。
管
理
棟

前
の
有
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
焼
き
そ
ば
」

な
ど
が
販
売
さ
れ
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
体
育
協
会
会
員
を
は

じ
め
、
体
育
指
導
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

商
工
会
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
、

婦
人
会
、
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
自
治
会
連
合
会
な
ど

か
ら
約
3
0
0
名
の
方
々
に
大
会
ス
タ
ッ

フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
も
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東

代
表
、
藤
越
和
彦
さ
ん
か
ら
、
メ
ダ
ル
42
個
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
9
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

トロフィーを寄贈して
いただきました

ベ
ニ
ガ
ラ
ス
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10kmコース
一般男子の部

長谷川和彦
（美和町）
36分00秒

上杉　博一
（宗像市）
38分32秒

山本　真
（広島市）
38分51秒

10kmコース
一般女子の部

勝島　裕子
（広島市）
49分15秒

高阪　隆子
（岩国市）
50分13秒

岡田　美穂
（広島市）
53分32秒

10kmコース
壮年男子の部

内山　和雄
（田布施町）
37分04秒

三田　正年
（廿日市市）
38分14秒

福田　元行
（菊川町）
38分19秒

10kmコース
壮年女子の部

江後圭以子
（大野町）
44分32秒

中村　恵子
（広島市）
51分20秒

佐田　展子
（広島市）
53分22秒

5kmコース
一般男子の部

西田　翔
（広島市）
18分09秒

袖潤　磨
（周東町）
18分29秒

善岡　信雅
（和木町）
18分36秒

5kmコース
一般女子の部

嘉屋真奈美
（和木町）
24分31分

三浦　京子
（小郡町）
25分23秒

池崎亜由美
（大竹市）
26分15秒

5kmコース
壮年男子の部

砂本　義文
（広島市）
18分33秒

伊藤　正志
（岩国市）
18分38秒

田中屋宏爾
（岩国市）
19分24秒

5kmコース
壮年女子の部

山本　京子
（和木町）
24分12秒

中本　雅子
（岩国市）
24分16秒

嶋本　典子
（広島市）
26分40秒

5kmコース
中学生男子の部

片山　夏士
（岩国市）
18分48秒

広瀬　賢人
（大竹市）
19分33秒

吾郷　寛也
（岩国市）
19分43秒

3kmコース
中学生女子の部

鳴川　未来
（玖珂町）
11分09秒

竹本　江里
（岩国市）
11分13秒

沖永　満咲
（岩国市）
11分20秒

中学生男子
団　体　戦

平田中学校
サッカー部A
1時間46分13秒

和木中学校
野球部A

1時間47分40秒

和木中学校
野球部B

1時間54分14秒

中学生女子
団　体　戦

川下中学校
陸上競技部
59分14秒

平田中学校
女子ハンドボール部
1時間05分11秒

2.2kmコース
小学校6年
男子の部

松村　元輝
（熊野町）
8分50秒

皆賀　大輔
（周南市）
8分55秒

藤中　諭
（周南市）
9分03秒

2.2kmコース
小学校5年
男子の部

成瀬　琢斗
（岩国市）
9分18秒

藤岡　大地
（周南市）
9分32秒

中村桃太郎
（周南市）
9分35秒

2.2kmコース
小学校4年
男子の部

河野　晶
（岩国市）
9分47秒

嶋津　昌佑
（柳井市）
9分48秒

松村陣之助
（熊野町）
9分55秒

2.2kmコース
小学校3年
男子の部

青木　亮磨
（周南市）
9分59秒

徳田新之介
（岩国市）
10分13秒

麦生　太希
（和木町）
10分14秒

2.2kmコース
小学校2年
男子の部

安田　大輝
（岩国市）
10分22秒

松本　崇雅
（岩国市）
10分55秒

中野　翔太
（岩国市）
11分10秒

2.2kmコース
小学校1年
男子の部

下江　健史
（東広島市）
11分45秒

三浦　昴也
（小郡町）
12分01秒

原田　海
（下松市）
12分36秒

2.2kmコース
小学校6年
女子の部

三田　朋美
（廿日市市）
9分51秒

薮野のぞみ
（東広島市）
9時58秒

森田　和美
（玖珂町）
10分01秒

2.2kmコース
小学校5年
女子の部

岡　未友紀
（熊野町）
9分42秒

木岡美帆乃
（山口市）
9分56秒

西村まどか
（東広島市）
10分00秒

2.2kmコース
小学校4年
女子の部

岩村　彩香
（山陽町）
10分09秒

吉賀　仁美
（和木町）
11分12秒

二段　紗貴
（熊野町）
11分14秒

2.2kmコース
小学校3年
女子の部

高杉　桃加
（玖珂町）
11分15秒

京面華菜惠
（熊野町）
11分35秒

中村　栞
（柳井市）
11分51秒

2.2kmコース
小学校2年
女子の部

阿部　鈴華
（和木町）
12分20秒

前田依里香
（岩国市）
13分07秒

鈴木恵里菜
（大竹市）
13分29秒

2.2kmコース
小学校1年
女子の部

小田　朱莉
（湯来町）
13分22秒

中村　友美
（大竹市）
14分02秒

西岡わかさ
（広島市）
14分33秒　

2.2kmコース
小学生
団体の部

徳山コネット
46分13秒

熊野陸上スポーツ
少年団A
47分56秒

東広島
陸上クラブA
48分22秒

区　　　分 第 １ 位 第 2 位 第 3 位 区　　　分 第 １ 位 第 2 位 第 3 位
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1
月
9
日
「
和
木
町
成
人
式
」
が
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
対

象
者
1
1
8
名
（
男
性
55
名
・
女
性
63
名
）

う
ち
90
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
あ
で
や
か
な
振
袖
、
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
ら
が
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
式
典
前
か
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

式
典
で
、
河
村
教
育
長
は
「
時
代
変
化

に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
一
歩
一

歩
努
力
を
重
ね
、
周
囲
の
人
に
も
気
遣
い
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
何
事
も
人
任

せ
に
せ
ず
、
労
を
惜
し
ま
ず
行
動
す
る
こ

と
が
よ
り
よ
い
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く

基
礎
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
心
身
と
も
に

健
康
で
、
成
人
と
し
て
力
強
く
歩
ん
で
い

っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

北
見
教
育
委
員
長
が
新
成
人
代
表
の
正
木

規
子
さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）
に
記
念
品
を
　

手
渡
し
ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き

上
げ
る
た
め
に
は
、
社
会
の
変
化
を
自
分

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
一
人
ひ
と
り
が
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
希
望

を
持
ち
、
能
力
を
磨
く
努
力
を
し
、
心
に

夢
、
理
想
を
持
っ
て
成
人
と
し
て
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
だ
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
河
本
有

美
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）
が
お
礼
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
民
憲
章

の
唱
和
が
久
保
早
紀
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
会
場
で
は
立
食
パ
ー
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
、
小
・
中
学
校
の
恩
師
一
人
ひ

と
り
の
激
励
を
受
け
た
あ
と
、
懐
か
し
い

話
を
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
の
14

年
間
を
振
り
返
る
懐
か
し
い
ス
ラ
イ
ド
も
上
映

さ
れ
ま
し
た
。

今
日
、
私
達
が
、
こ
の
よ
う
な
良
き
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
や
、

た
く
さ
ん
の
命
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

晴
れ
て
成
人
と
な
り
、
多
く
の
権
利
や
自
由
、

そ
し
て
義
務
や
責
任
を
も
手
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
今
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
事
な

こ
と
は
、
お
互
い
の
命
の
尊
さ
を
思
い
や
る
、

豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。

行
く
行
く
は
、
私
達
が
そ
う
し
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
、
次
の
世
代
に
そ
れ
を
教
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

す
ぐ
に
は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
成
人

と
い
う
立
場
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
の
責
任
と

自
覚
を
も
っ
て
、
次
の
世
代
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
私
達
を
支
え
、
育
て
て
い

た
だ
い
た
全
て
の
方
々
と
、全
て
の
命
に
感
謝
し
、

皆
が
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
平
和
な
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
大
人

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
私
達
新
成
人
の
た
め
に
、
こ
の
よ

う
に
晴
れ
や
か
な
成
人
式
を
挙
行
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
抜
粋
）

町民憲章を唱和する新成人ら

懐かしいスライドショーに
盛り上がりました

河本　有美さん



12
月
21
日
、
文
化
会
館
で
「
行
政
懇
談

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、

年
3
回
、
町
内
の
全
23
地
区
の
自
治
会
長

を
対
象
に
実
施
。
会
に
は
、
古
木
町
長
、
中

村
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
町
執
行
部
が
出
席

し
、
自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
地
方
分
権
推
進

決
起
大
会
と
三
位
一
体
改
革
、
県
道
・
北

中
山
岩
国
線
の
道
路
拡
幅
工
事
に
伴
う
住

宅
移
転
、
一
級
河
川
・
小
瀬
川
の
河
川
環

境
整
備
事
業
、
姉
妹
都
市
恵
庭
市
の
山
口

県
人
会
の
来
訪
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
係

る
災
害
義
援
金
、
岩
国
警
察
署
庁
舎
の
竣

工
、
台
風
・
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
ご
み
収

集
等
の
対
応
、
自
治
会
長
等
へ
の
文
書
送

致
の
変
更
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
自
治
会
長
か
ら
行
政
報
告
に
対

す
る
質
問
、
街
灯
に
つ
い
て
の
要
望
、
蜂

ヶ
峯
団
地
整
備
に
関
す
る
要
望
、
各
自
治

会
の
抱
え
る
問
題
な
ど
様
々
な
意
見
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

小澤　彌生さん
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1
月
11
日
、
小
澤
彌
生
さ
ん
（
瀬
田
1

丁
目
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

1
月
9
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「
平
成
17
年
和
木
町
消
防
出
初
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
和
木
町
消
防
団
員
、
岩
国
地

区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
の
職

員
、
新
日
本
石
油
精
製
（
株
）
麻
里
布
製

油
所
及
び
、
三
井
化
学
（
株
）
岩
国
大
竹

工
場
の
自
衛
消
防
隊
員
な
ど
、
約
1
2
0

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

古
木
町
長
は
「
昨
年
は
、
日
本
に
上
陸

し
た
台
風
が
観
測
史
上
最
多
の
10
個
を
数

え
、
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

当
町
も
大
雨
、
暴
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
中
越

地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
災
害
の
大
規
模

化
、
複
雑
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
そ

の
こ
と
を
痛
感
し
た
年
で
し
た
。

一
方
、
本
町
で
の
火
災
発
生
件
数
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
消
防

関
係
者
の
方
々
が
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
の

た
め
に
献
身
的
に
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ

て
い
る
お
か
げ
で
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す

ご
活
躍
い
た
だ
き
、
本
町
の
防
災
力
の
向

上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
団
員
の
表
彰
や
新
入
団
員
の
紹
介
、

役
場
西
側
駐
車
場
で
の
一
斉
放
水
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
婦
人
会
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
「
豚
汁
」
が
振

舞
わ
れ
、
冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

◎
功
労
章

古
川
　
淳
一
（
第
２
分
団
団
長
）

◎
15
年
勤
続
章

張
間
　
勝
美
（
第
１
分
団
団
長
）

杉
野
　
和
生
（
第
２
分
団
班
長
）

◎
退
職
者
感
謝
状

岡
崎
　
弘
夫
（
第
２
分
団
班
長
）

松
田
　
純
直
（
前
第
３
分
団
班
長
）

◎
功
労
章

松
本
健
太
郎
（
第
１
分
団
団
員
）

松
村
　
亮
　
（
第
１
分
団
団
員
）

田
中
　
庸
睦
（
第
１
分
団
団
員
）

◎
15
年
勤
続
章

張
間
　
勝
美
（
第
１
分
団
団
長
）

杉
野
　
和
生
（
第
２
分
団
班
長
）

◎
退
職
者
感
謝
状

岡
崎
　
弘
夫
（
第
２
分
団
班
長
）

松
田
　
純
直
（
前
第
３
分
団
班
長
）

◎
精
勤
章

小
林
　
浩
貴
（
第
１
分
団
団
員
）

原
　
　
保
生
（
第
２
分
団
団
員
）

吉
野
　
秀
紀
（
第
２
分
団
団
員
）

森
本
　
和
章
（
第
３
分
団
団
員
）

森
本
　
真
二
（
第
３
分
団
団
員
）

與
三
本
高
志
（
第
１
分
団
Ｈ
16
・
４
・
１
任
命
）

放 水 開 始 ！



1
月
27
日
、
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
（
山
口
市
）

で
「
山
口
県
農
業
会
議
創
設
50
周
年
記
念

式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
和
木
町
農
業
委
員

会
か
ら
全
国
農
業
会
議
所
会
長
表
彰
に
木

村
義
則
さ
ん
（
委
員
在
職
44
年
）、
藤
岡

忠
雄
さ
ん
（
委
員
在
職
21
年
、
議
員
在
職

18
年
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
県
農

業
会
議
会
長
表
彰
に
は
平
岡
一
正
さ
ん

（
委
員
在
職
28
年
）、
田
村
修
三
さ
ん
（
委

員
在
職
26
年
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
功
績
顕
著
な
農
業
委
員

に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
全
国
農
業

会
議
所
会
長
表
彰
は
、
農
業
委
員
在
職
30

年
以
上
、
山
口
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
は

農
業
委
員
在
職
25
年
以
上
の
方
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

5

1
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
山
口
東
和
木
支
所
の

秋
崎
尊
生
支
所
長
が
、
幼
稚
園
お
よ
び
保

育
所
に
「
山
口
み
か
ん
」
を
贈
呈
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
山
口
県
農
協
中
央
会
が
、
果

物
の
消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
今
年

か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

み
か
ん
な
ど
の
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
粘
膜
を
強
化
す
る
働
き

が
あ
り
、
免
疫
力
を
高
め
、
風
邪
予
防
な

ど
に
も
効
果
が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
ら
の

健
康
を
願
い
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大きなみかんに大喜び

1
月
20
日
、
保
育
所
（
栗
森
直
美
所
長
）

で
毎
年
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
つ
き
に
は
、
古
木

町
長
や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
も
か
け
つ
け
、

子
ど
も
た
ち
の
「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し

ょ
！
」
と
い
う
か
け
声
に
あ
わ
せ
て
元
気

よ
く
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
き
り
ん
組
（
５
才
児
）
の
子
ど

も
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
で
も
ち
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た
。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
各
自
で
形
を

整
え
た
後
「
き
な
こ
も
ち
」
に
し
て
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

もちつきに挑戦

崎�辞

木村　義則さん藤岡　忠雄さん

平岡　一正さん田村　修三さん



次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2
月
19
日
　
、
20
日
　

文
化
会
館

文
化
庁
・
山
口
県
教
育
委
員
会
・

和
木
町
教
育
委
員
会

「
文
学
座
」

演
出
家
　
森
　
さ
ゆ
里

他
　
文
学
座
俳
優
３
名

プ
ロ
の
演
出
家
や
劇
団
員
の
指

導
の
も
と
、
ゲ
ー
ム
や
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク

（
音
や
形
で
感
情
を
表
現
す
る
）
を
と
お

し
て
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を
学
び
、
言
葉

の
「
意
味
」
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
で

「
表
現
す
る
」
こ
と
や
「
伝
え
る
」
こ

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会（

53
ー

3
1
2
3
）

（ ）日

（ ）土

松
本
　
紘
明
さ
ん
（
小
学
1
年
）

一
本
木
　
萌
さ
ん
（
小
学
2
年
）

高
林
　
綾
子
さ
ん
（
小
学
1
年
）

佐
伯
　
陽
平
さ
ん
（
小
学
3
年
）

松
並
真
喜
子
さ
ん
（
一
般
）

檜
垣
　
玲
菜
さ
ん
（
小
学
2
年
）

檜
垣
　
彩
夏
さ
ん
（
小
学
3
年
）

1
月
5
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
平
成
17
年
第
二
回
和
木
町
新
春

書
初
め
大
会
」（
主
催：

和
木
町
教
育
委

員
会
、
和
木
町
文
化
協
会
）
が
開
催
さ
れ
、

小
学
1
年
生
か
ら
一
般
ま
で
29
名
の
参
加

者
が
、
真
剣
な
眼
差
し
で
筆
を
振
る
い
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

熊
井
　
陽
子
さ
ん
（
中
学
1
年
）

加
藤
　
真
衣
さ
ん
（
小
学
3
年
）

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算324号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

6
ひと筆ひと筆心をこめて

森 さゆ里さん助川嘉隆さん

上田桃子さん 椎原克知さん

と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
き
ま
す
。

保
護
者
の
方
や
、
一
般
の
方
の
観
覧
も

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
「
言
葉
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

先
着
45
名

※
3
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
活
動
し
ま

す
。

原
則
と
し
て
小
学
校
4
年
生
以

上
の
方

※
大
人
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
観
覧
の
み
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

学
校
や
各
社
会
教
育
施

設
を
通
じ
て
配
付
す
る
申
し
込
み
用
紙
に



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

☆シングルベスト/EXILE
☆スーベニア/スピッツ
☆musiQ/オレンジレンジ
☆MY STORY/浜崎あゆみ
☆DIAMOND15/DREAMS COME TRUE☆
Yaiko’s  selection/矢井田瞳

『月下妙剣』 多田容子著
『焦痕（ショウコン）』 藤沢　周著
『吐きたいほど愛してる』 新堂冬樹著　
『雪の夜話』 浅倉卓弥著
『楽園に酷似した男』 岩井志麻子著

『わたしのおひなさま』内田麟太郎作　山本　孝絵
『おとぞうさん』 マイケル・グレイニエツ文・絵
『まりーちゃんとおまつり』

フランソワーズ・セニョーボ作・絵
『めざめのもりのいちだいじ』 ふくざわゆみこ作
『もりのオンステージ』角野栄子作　ひだきょうこ絵

☆プッチベスト5
☆ウィーン音楽紀行/小澤征爾
☆ビトウィーン・ザ・シーツ/フォーワンワン
☆感謝＝∞/関ジャニ∞
☆自由 ベストセレクション/女子十二楽坊ールス
ターザ・アルティメイト・コレクション/鬼束ちひろ

『ももこの21世紀日記N’04』 さくらももこ著　
『やさしい死神』 大倉崇裕著
『火を喰う者たち』 デイヴィッド・アーモンド著
『ホットカクテル』 アップオン編
『大地からの警告　大震災は何を語りかけたのか』

貝原俊民著

『ぷぅ』 舟崎克彦作　中田弘司絵
『がまの油』 斎藤孝文　長谷川義史絵
『文化の世界地図』 藤田千枝編
『私のスズメ研究』 佐野昌男文
『モンスターをかこう！』エド・エンバリー作・絵

今月の休館日 7日（月）・11日（祝金）・14日（月）・21日（月）・28日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

2月12日（土）15時～
図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア「ぴのきお」
和木町立図書館（ 54ー0222）

2月15日（火）～ 2月20日（日）
10時～16時30分
図書館で行った読書感想画コンクールに応募した子ど
もたちの作品を展示。
無　料

☆図書館内でＤＶＤが視聴できます。

ビデオと同様1人1日1枚に限り視聴できます。

どうぞご利用ください。

☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできる

ようになっています。

（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料

の検索や予約ができます。）

☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。

和木町立図書館（ 54ー0222）
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暖
冬
と
は
い
え
手
が
か
じ
か
む
季
節
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
う
え
に
、
暖
房
の

き
い
た
部
屋
で
の
う
た
た
寝
な
ど
カ
ゼ
を

ひ
き
や
す
い
条
件
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

花
粉
の
飛
散
量
が
と
て
も
多
い
予
報
と
い

う
つ
ら
い
お
ま
け
つ
き
で
も
あ
り
、
花
粉

症
の
人
に
も
厳
し
い
と
き
で
す
。
カ
ゼ
と

花
粉
症
の
予
防
の
た
め
、
免
疫
力
を
ア
ッ

プ
し
ま
し
ょ
う
。

免
疫
力
を
つ
け
る
納
豆
な
ど
の
ネ
バ
ネ

バ
食
品
を
中
心
に
、
か
ら
だ
を
あ
た
た
め

る
根
野
菜
や
抵
抗
力
を
つ
け
る
キ
ノ
コ
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
っ
て
、
カ
ゼ
に
負
け
な

い
か
ら
だ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ネ
バ
ネ
バ
で
カ
ゼ
知
ら
ず
！

3
つ
の
食
品
群
で
、
カ
ゼ
を
撃
退
！

年に１回の定期健診。申込みはお済みですか？
申込書は各家庭に１枚で、受診年齢の人全員を掲載しています。

よく確認して申込書の提出、または電話申込みで保健相談センターへ。

（申込み窓口は保健相談センターのみ）

ま
ず
は
「
3
食
き
ち
ん
と
」
が
基
本
で

す
。
空
腹
時
間
が
長
く
な
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ

ー
不
足
で
、
免
疫
力
も
低
下
し
ま
す
。
3

つ
の
食
品
群
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
わ
け
で

も
な
い
の
で
、
普
段
の
食
事
の
中
に
う
ま

く
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

冬
は
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
が
大

切
。
お
菓
子
に
ジ
ュ
ー
ス
で
は
暖
ま
り
ま

せ
ん
。
煮
込
ん
だ
野
菜
や
、
鍋
物
は
胃
腸

を
暖
め
る
と
と
も
に
食
べ
物
を
消
化
し
や

す
い
状
態
に
し
て
く
れ
ま
す
。
根
野
菜
や

キ
ノ
コ
は
煮
込
み
料
理
の
食
材
に
は
う
っ

て
つ
け
で
す
。

食
べ
物
の
工
夫
以
外
で
、
基
本
的
な
風

邪
の
予
防
は
、
や
は
り
手
洗
い
と
う
が
い
。

外
出
か
ら
戻
っ
た
ら
必
ず
行
い
ま
し
ょ

う
。
効
果
的
な
う
が
い
の
方
法
は
、
ま
ず

口
の
中
を
洗
う
た
め
に
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い

を
し
、
つ
ぎ
に
の
ど
を
洗
う
ガ
ラ
ガ
ラ
う

が
い
を
し
ま
す
。
う
が
い
に
冷
水
を
使
う

と
、
意
外
に
つ
ら
い
も
の
で
す
。
ぬ
る
め

の
番
茶
な
ど
を
利
用
す
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。「
の
ど
が
カ
サ
カ
サ
す
る
。
飲
み
込
む

時
に
痛
い
。」
と
い
う
症
状
が
で
た
ら
、

乾
燥
を
予
防
す
る
た
め
に
も
マ
ス
ク
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
暖
房
に
よ
る
部
屋
の
暖

め
す
ぎ
に
注
意
し
、
か
わ
り
に
温
か
い
飲

み
物
を
飲
む
習
慣
を
つ
け
る
の
も
よ
い
こ

と
で
す
。

寒
気
が
す
る
、
か
ら
だ
が
だ
る
い
と
い
う

と
き
は
、
発
熱
の
前
ぶ
れ
。
足
元
を
暖
か
く

し
て
、
早
め
に
眠
る
な
ど
、
休
養
を
十
分
と

る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
！

献血は、患者さんの生命
を守る愛の活動です。現在、
全国的に血液が不足してい
ます。多くの皆様のご協力
をお待ちしています。

2月28日（月）
10時～12時
13時～15時30分
保健相談センター

平成16年4月1日以降の不妊治療費について、治療費の一部を

助成します。助成金申請書は、治療を受けた日の属する年度の

3月31日までに提出してください。

町内にいずれかが居住する戸籍上の夫婦で、夫及び妻　

の前年の所得の合計額が650万円未満の方。

夫婦一組あたり通算2年

◎保険適用の不妊治療費

◎保険適用外の体外受精・顕微授精の治療費

保健相談センター（ 52ー7290）

カ
ゼ
の
予
防
と
い
え
ば
…



10

もち入り茶碗蒸し

もち・・・120g
ぎんなん（缶）・・・・・・・・・・・6個
うなぎの蒲焼・・・・・・・・・・・・80g
かに風味かまぼこ・・・・・・・・30g
卵ＭＳ玉・・・・・・・・・・・・・・・・3個

みつば・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
ゆずの皮・・・・・・・・・・・・・・・・少々

塩・・・・・・・・・・・小さじ1/2
酒・・・・・・・・・・・大さじ1
みりん・・・・・・・大さじ1/2
薄口しょうゆ・・・大さじ1/2
だし汁・・・・・・・・・・350cc

卵の大きさによってだし汁の量を加減しましょう！
（食推６班　灘本　美智子）

もち�

かにかま�

ゆず�

卵液�

うなぎ�

かにかま�

仕上がり際に…�

みつば�

ゆずの皮�
ぎんなん�

＠�

こす�

蒸す�

うなぎ�

＠

①下準備
もち・・・人数分に切り分ける。
うなぎ・・・縦半分に切り、人数分に切り分ける。
かにかま・・・人数分に切り分けておく。
みつば・・・人数分に分け、結んでおく。
ゆずの皮・・・人数分に分けておく。

②卵液を用意する
ボウルに卵を溶きほぐす。
＠を合わせて混ぜ、卵液に加
えて泡立てないように混ぜて、
こしておく。器にもち、うな
ぎ、かにかま、ぎんなんを入
れ、卵液を等分に静かに注ぎ
入れる。

③蒸す
蒸し器は水をはり、火にかけておく。②
の器を入れて、はじめの２分は強火、そ
の後は弱～中火で１５分程蒸す。仕上が
り際に結んだみつば、ゆずの皮を入れる。

ハーブを効果的に取り入れることで、おいしいクッキングに挑戦！
2月22日（火）10時～11時30分
保健相談センター
～アロマテラピー～『ハーブでクッキング』
材料費500円
2月15日（火）までに保健相談センターへ
（ 52ー7290）先着15名

若干名
55歳以下の看護師または准看護師
保健相談センターにおける予防接種・
健診の補助（月に数日、午後3時間程度）
履歴書1通を2月25日（金）までに保健
相談センターへ提出

保健相談センター（ 52ー7290）

お子様の食事について、一緒に考えて

みませんか？

2～3歳の幼児とその保護者　

2月23日（水）10時～13時30分

保健相談センター

幼児の食事についての情報交換、

調理実習

材料費実費（400円程度）

母子手帳、エプロン、

ふきん

2月18日（金）までに保健相談セン

ターへ（ 52ー7290）
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▼
2
月
16
日
　
　
10
時
〜
12
時

▼
町
民
相
談
室

▼
森
重
弁
護
士

（
岩
国
地
区
弁
護
士
会
）

▼
2
月
14
日
　
ま
で
（
先
着
5
名
）

▼
町
民
相
談
室

（

52
ー

1
6
1
6
）

▼
相
談
・
質
問
内
容
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
資
料
等

は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も
納
得
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検

察
官
の
行
っ
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審

査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査
員
が
こ

の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員

に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
代
表
と
し
て
こ
の

仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局

（

41
ー

0
1
6
1
）

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
、
風
が
強
い
等

の
状
況
で
は
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
、

延
焼
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
消
防
機
関
で

は
「
乾
燥
注
意
報
」
よ
り
更
に
注
意
を
要

す
る
「
火
災
警
報
」
を
発
令
し
て
野
外
で

の
火
の
使
用
等
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
延
焼
に
よ
り
住
宅
が
火
災
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、森
林
が
燃
え
て
な
く
な
り
、

大
雨
等
に
よ
り
土
砂
崩
れ
等
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
制
限
を
行
う
も
の
で
す
。

消
防
機
関
で
は
次
の
方
法
に
よ
り
、
住

民
の
方
に
「
火
災
警
報
」
が
発
令
・
解
除

さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

○
広
報
車
、
防
災
無
線
等
に
よ
る
伝
達

○
掲
示
板
「
火
災
警
報
発
令
中
」
の
掲
示

○
赤
白
の
吹
流
し
ま
た
は
旗
の
掲
揚

○
広
報
車
、
防
災
無
線
等
に
よ
る
伝
達

○
掲
示
板
「
火
災
警
報
発
令
中
」
の
撤
去

○
赤
白
の
吹
流
し
ま
た
は
旗
の
降
下

○
山
林
、
原
野
等
に
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

○
屋
外
で
た
き
火
を
し
な
い
こ
と

○
屋
外
に
お
い
て
引
火
性
、
爆
発
性
の
物

品
や
可
燃
物
の
付
近
で
喫
煙
を
し
な
い

○
煙
火
を
消
費
し
な
い
こ
と

○
残
火
、
取
灰
、
火
粉
を
始
末
す
る
こ
と

○
屋
内
に
お
い
て
裸
火
を
使
用
す
る
と
き

は
、
窓
、
出
入
り
口
を
閉
じ
て
行
う
こ
と

▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所

（

21
ー

2
5
4
8
）

▼
2
月
27
日
　
　
8
時
30
分
〜

▼
9
時
〜

▼
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
和
木
町
体
育
協
会
卓
球
部

▼
シ
ン
グ
ル
ス
（
A
ク
ラ
ス
・
B

ク
ラ
ス
・
初
心
者
ク
ラ
ス
）、
ダ

ブ
ル
ス
（
A
ク
ラ
ス
・
B
ク
ラ
ス
）

▼
町
内
在
住
者
、
和
木
町
体
育
協

会
会
員
、
卓
球
教
室
在
籍
者
（
学
生
は
除
く
）

▼
シ
ン
グ
ル
ス
　
2
0
0
円
、

ダ
ブ
ル
ス
4
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

▼
リ
ー
グ
戦
後
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
（
参
加
者
人
数
に
よ
り
変

更
あ
り
）

▼
現
行
の
日
本
卓
球
ル
ー
ル
及
び

細
則
に
準
じ
る

▼
2
月
21
日
　

▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（

52
ー

2
8
1
1
）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
2
月
18
日
　
　
10
時
〜
12
時

▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
専
門
医
師

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

▼
専
門
医
師

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

（ ）金

（ ）日
（ ）月

（ ）水（ ）月
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この制度は中小企業で働いている未組織の勤労者の福祉向上を目的とし、
県下全域にわたって実施されている共済制度です。月々わずかな掛金で、死
亡・障害・入院・住宅災害等の不測の事態に対してセットで保障し、さらに
結婚・出産・銀婚・小中高校入学祝金も給付します。
1ヶ月（1人分）の掛金は、1型450円・2型900円・3型1,500円・4型2,000
円・高齢者型450円となっております。さらに、1型から4型に加入された方
の配偶者および子どもは、ファミリー型500円に加入できます。
従業員の福利厚生面をより充実させるためにお勧めします。なお、事業主
が従業員のために共済掛金を負担された場合は、税法上は損金または必要経
費として算入できます。

企画総務課（ 52－2135内線311）

確定申告に際し国民健康保険
料納付証明書が必要な方は、税
務課窓口で発行いたしますので
お申しつけください。

税務課
（ 52ー2135内線203）

※保険料は前年の所得をもとに
計算されます。収入の有無にか
かわらず必ず町県民税の申告を
してください。世帯員全員の申
告がないと保険料の軽減がされ
ない場合や、高額療養費の払い
戻しがされない場合ありますの
で注意してください。

町では、農作業による生産の楽
しさを多くの皆さんに体験してい
ただき、自然とのふれあいを実感
していただけるように、ミニ農園
の入園者を募集いたします。（※電
話での受付はいたしません）

町内在住の方
希望者多数の場合は、
抽選により決定します。
関ヶ浜1丁目1街区
75㎡
2区画
4,000円／年
4月1日から1年間

2月1日（火）～15日（火）
※土日、休日を除く8時30分～17時
15分の間

住民サービス課
（ 52ー2135内線205）

国内では、昨年1月の山口県の発生以後、大分県、京都府で発生しま

したが、適切な防疫対策の実施により、現在では発生が確認されてい

ません。

現在、昨年発生があった日本、韓国、台湾では、高病原性鳥インフ

ルエンザは確認されてはいません。中国やタイ、インドネシア等、東

南アジア地域では発生が継続しており、今後も、警戒する必要があり

ます。

鳥類に限らず動物を触った後は、手洗いうがいをしてください。ま

た、糞は速やかに処理して動物のまわりを清潔に保つことを心がけて

ください。

・飼育ケージの点検・補修

・病鳥ネットの活用

・清潔なエサを与える

・水は飲用に適したものを与える（野鳥の飛来する池の水は不可）

・飼育場所へは、専用の長靴で

・消毒液（逆性石けん液等薬局等で販売）の活用

・続けて死亡するなど異常があれば直ぐに連絡を

東部家畜保健所（ 0820ー22ー2416）

住民サービス課（ 52ー2135内線205）

せきや商店�

緑ヶ丘住宅�
現地�

関ヶ浜一丁目�

関ヶ浜二丁目�
集会所�

和木町�
関ヶ浜�
下水ポンプ場�

消防�
車庫�

町民一人ひとりが文化に親しみ、独自の文化を築き上げましょう。
500円
総合コミュニティセンタ－内　文化協会事務局（ 52ー2191）
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次
の
よ
う
な
と
き
は
、
国
保
に
加
入
す

る
資
格
を
得
る
の
で
、
保
険
料
の
納
付
義

務
も
発
生
し
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
日
（
退
職
の
翌
日
）

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
日
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

※
長
期
入
院
な
ど
に
よ
り
入
院
先
の
市
区

町
村
に
住
所
を
移
す
場
合
は
、
移
す
前

の
市
区
町
村
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

ここがポイント
転入退職出産生活

保護

生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

死
亡
し
た
日
の
翌
日

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

し
た
日
の
翌
日

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
の

翌
日
、
ま
た
は
そ
の
日

転出加入死亡生活
保護

届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保
に
加
入
す

る
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
、
国
保
を

や
め
る
届
出
を
せ
ず
に
国
保
の
保
険
証
で
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
保
の
保
険
料
と
職
場
の
医
療
保
険
料

を
二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

こんなときは必ず14日以内に届出をしましょう！
こ ん な と き

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
　
の
　
他

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険ではなくなったとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の方が加入するとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の方がやめるとき

退職者医療制度の対象となったとき

同じ市区町村内で住所が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えなくなったとき）

他の市区町村の転出証明

職場の健康保険をやめた証明書、印鑑

被扶養者ではなくなった理由の証明書、印鑑

保険証

保護廃止決定通知書

外国人登録証明書

保険証

保険証、外国人登録証明書

保険証、印鑑、年金証書

保険証、印鑑

保険証、印鑑、在学証明書

身分を証明するもの（使えなくなった保険証など）

国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が未交

付の場合は、加入したことを証明するもの）、印鑑

届 出 に 必 要 な も の

保険証

保険証
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115

（

風
花
や
田
鶴
の
親
子
の
首
立
て
て

陣
場
　
直
雄

お
降
り
や
鹿
の
集
ま
る
松
林

陣
場
　
孝
子

玄
関
に
靴
の
あ
ふ
る
る
三
日
か
な

浜
田
千
代
美

贈
ら
れ
し
赤
き
マ
フ
ラ
ー
離
さ
ぬ
子

浦
　
　
盈
子

マ
ラ
ソ
ン
の
声
を
遠
く
に
若
菜
摘
む

超
智
　
幸
子

左
義
長
や
竹
酒
を
酌
む
古
希
の
人

小
川
　
誉
子

百
歳
の
母
正
座
し
て
雑
煮
食
ぶ

下
村
美
恵
子

冬
晴
れ
や
川
面
を
走
る
百
合
鶴

灰
岡
美
穂
子

船
頭
の
声
に
顔
出
す
か
い
つ
ぶ
り

平
岡
　
菊
江

賑
や
か
な
声
の
聞
こ
ゆ
る
初
電
話

山
重
　
杵
子

夕
映
え
の
汀
に
鴨
の
漂
へ
り

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
架
空
請
求
が
、

相
変
わ
ら
ず
横
行
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
架
空
請
求
は
ハ
ガ
キ
は

「
電
子
消
費
料
金
未
納
書
」
の
請
求

と
称
し
て
、
法
務
省
や
社
会
保
険
庁

な
ど
公
的
機
関
名
や
法
律
事
務
所
を

装
っ
た
り
「
裁
判
と
取
り
下
げ
最
終

期
日
」
と
記
載
し
、
訴
訟
を
ほ
の
め

か
し
て
至
急
連
絡
を
求
め
る
よ
う
な

悪
質
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
架
空
請
求
ハ
ガ
キ

な
ど
、
根
拠
の
な
い
請
求
は
無
視
し

て
、
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
、
お
金

は
支
払
わ
な
い
よ
う
引
き
続
き
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
が
、
ま
れ
な
事
例
で
は
あ

り
ま
す
が
、
携
帯
電
話
の
出
会
い
系

サ
イ
ト
な
ど
の
利
用
料
金
に
関
し
、

事
業
者
か
ら
小
額
訴
訟
を
起
こ
さ
れ

た
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
簡
易
裁
判
所
か
ら
特
別
送

達
の
封
書
で
「
支
払
い
督
促
や
小
額

訴
訟
の
通
知
」
が
き
た
場
合
は
、
放

っ
て
お
く
と
自
動
的
に
敗
訴
に
な
り

ま
す
の
で
、
受
け
取
り
拒
否
は
し
な

い
で
受
領
し
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
事

実
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

正
式
な
通
知
で
あ
れ
ば
、
異
議
申

立
書
や
答
弁
の
準
備
書
面
を
提
出
し

て
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

無
料
法
律
相
談
な
ど
で
具
体
的
対
応

を
相
談
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
は
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
の
消
費
生
活
相

談
担
当
窓
口
、
ま
た
、
県
弁
護
士
会

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
裁
判
」
や
「
裁
判
取
り

下
げ
最
終
期
日
」
な
ど
は
、
全
く
根
拠

の
な
い
架
空
の
も
の
で
す
の
で
混
同

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

４
年
前
、
電
話
で
行
政

書
士
の
資
格
を
取
る
と
仕
事
を
斡
旋

す
る
と
言
わ
れ
、
教
材
と
指
導
料
併

せ
て
59
万
円
の
契
約
を
し
、
現
金
で

全
額
支
払
っ
た
。
先
日
T
E
L
が
あ

り
「
契
約
し
て
い
た
会
社
が
倒
産

し
、
債
権
の
譲
渡
を
受
け
た
。
未
納

の
サ
ポ
ー
ト
代
を
支
払
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
。
後
日
、
債
権
譲

渡
契
約
書
、
譲
渡
会
社
の
印
鑑
証
明

書
と
調
査
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き

て
、
連
絡
を
す
る
よ
う
に
と
書
い
て

あ
る
。支
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
。

】
４
年
前
の
契
約
は
全
額

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
契
約
関
係
は

終
了
し
て
い
る
。
支
払
い
は
し
な

い
、
業
者
に
は
連
絡
を
取
ら
な
い
よ

う
に
助
言
、
電
話
で
の
断
り
方
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

】

過
去
に
資
格
取
得
講
座
な
ど
を
契

約
し
た
消
費
者
に
「
資
格
を
取
得
す

る
ま
で
契
約
が
終
わ
ら
な
い
」、「
勧

誘
電
話
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
対
象

者
名
簿
か
ら
登
録
を
抹
消
す
る
」
な

ど
と
虚
偽
の
説
明
を
し
て
、
新
た
な

講
座
の
勧
誘
を
す
る
と
い
う
資
格
商

法
の
二
次
災
害
の
相
談
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
こ
の
事
例
の
よ
う

に
、
当
初
電
話
で
未
納
分
の
サ
ポ
ー

ト
料
を
請
求
し
、
そ
の
後
、
消
費
者

を
信
用
さ
せ
る
た
め
に
債
権
譲
渡
契

約
書
な
ど
を
添
付
し
、
譲
渡
さ
れ
た

サ
ポ
ー
ト
代
未
納
分
の
事
実
関
係
を

確
認
し
た
い
の
で
、
事
業
所
に
電
話

を
す
る
よ
う
に
と
い
う
通
知
書
を
送

り
つ
け
る
と
い
っ
た
相
談
が
入
っ
て

い
ま
す
。

電
話
で
の
勧
誘
販
売
は
断
っ
て
い

る
の
に
勧
誘
を
続
け
る
こ
と
や
、
い

っ
た
ん
切
っ
た
電
話
を
再
び
か
け
て

勧
誘
す
る
こ
と
は
、
特
定
商
取
引
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
消
費

者
か
ら
電
話
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
以
前
の
契
約
は
既
に
終
了
し
て

い
ま
す
の
で
、
連
絡
は
一
切
し
な
い

こ
と
。
電
話
が
あ
っ
て
も
、
き
っ
ぱ

り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

消費者生活相談�
だよりVol.5

●
架
空
請
求
と
小
額
訴
訟

鴎�歐
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山
脈
は
錦
の
衣
被
る
が
に
夕
日
に
映
え
て

く
れ
な
い
燃
ゆ
る

神
園
　
静
美

咲
き
つ
づ
く
山
茶
花
に
目
白
訪
ひ
来
る
を

共
に
待
ち
た
る
遠
き
日
あ
り
き

近
藤
巳
津
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
こ
の
世
生
き
た
し
わ
が
命
涙
こ
ぼ
る
る

友
と
の
わ
か
れ

田
渕
ハ
ネ
子

大
空
に
風
の
道
あ
り
赤
青
の
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

不
景
気
と
ば
す

広
宇
次
信
子

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
歳
と
っ
た
ね
」
と
だ
し
ぬ
け
に
暫
く

逢
わ
ぬ
孫
の
ひ
と
言

正
中
ツ
ヤ
コ

人
の
世
の
苦
楽
の
さ
だ
め
山
河
な
り
明
日
を
も
知
ら
ぬ

命
お
も
え
ば

三
村
　
浄
コ

高
き
枝
に
啼
き
ゐ
し
鳥
は
い
つ
か
ゆ
き
山
茶
花
咲
け
ば

目
白
待
た
る
る

森
本
　
初
子

ア
カ
ギ
レ
の
指
に
持
ち
た
る
鉛
筆
の
動
き
は
鈍
し
寒
き

冬
の
夜

箭
野
　
賀
代

蒼
天
に
輝
く
木
肌
ブ
ナ
林
に
真
白
き
雲
の
流
れ
き

花
咲
く

横
川
美
代
子

「
無
常
と
は
」
説
教
に
聞
き
う
な
ず
き
ぬ

来
し
方
思
え
ば
悲
喜
こ
も
ご
も
に

大
野
　
千
尋

和
や
か
に
弟
妹
揃
ふ
父
の
忌
よ
冬
の
日
暖
か

心
う
る
お
う

嘉
屋
　
笑
子

変
わ
り
ゆ
く
バ
ス
の
車
窓
に
冬
の
陽
の
光
あ
ま
ね
し

不
知
火
の
海

藤
上
　
紀
子

「プラスチックの日」に出せるものは、容器包装プラスチックです。

容器包装プラスチックとは、その中身を出したり、使ったりした後、不要になるプラスチック製の容
器や包装のことをいいます。

捨てようとするプラスチック製品の容器包装の識別マークを確認してください。

・ 硬プラスチック製の植木鉢（プランターなど）、ハンガー、ポリバケツ、CDのケースなどは金属・不　
燃ごみの日に出してください。

さわってみて、やわらかいプラスチック（握ってつぶれる程度）はプラスチックとして出してください。
それ以外のものは「金属・不燃ごみの日」に出してください。
※タバコの吸殻、マジック等の異物が混ざっている場合、取り残しとなります。
※からし、歯磨き等の中身の洗い出しは半分に切って洗うと中身がきれいにとれます。

住民サービス課（ 52ー2135内線204）

その71

「プラスチックの日」に出せるものの判断基準

▼
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
2

回
）
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
等

▼
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3

月
31
日
ま
で
（
1
年
間
）

▼
中
国
地
方
で
1
0
0
名

▼
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）、電
話
番
号
、年
齢
、
性
別
、

職
業
お
よ
び
応
募
の
動
機
を
記
入
し
電
気

通
信
事
業
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
1
月
20
日
〜
2
月
21
日
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
採
用
の
場
合
は
3
月
末
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

▼
中
国
総
合
通
信
局
情
報
通
信

電
気
通
信
事
業
課

（

0
8
2
ー

2
2
2
ー

3
3
7
7
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
3
月
上
旬
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
い

た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
回
収
さ
れ
た
電
話
帳
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
新
た
に
電
話
帳
に
再

生
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
お
届
け
内
容
の
変
更
、
配
達

冊
数
の
変
更
、
不
在
宅
の
別
途
回
収
は

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。▼

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

（

0
1
2
0
ー

5
0
6
ー

3
0
9
）



ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

次
の
方
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

上
田
ツ
ヤ
子
さ
ん（

和
木
３
丁
目
）

安
田
　
新
一
さ
ん（

和
木
４
丁
目
）

村
上
　
繁
正
さ
ん（

和
木
３
丁
目
）

吉
岡
　
房
子
さ
ん

（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

樹
木
　
直
子
さ
ん（

瀬
田
１
丁
目
）

和
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
作
業
部
様

今 月 の 納 税

確定申告がはじまります！
窓口または送付で自分で書いて、お早めに！

2月16日（水）～3月15日（火）

2月16日（水）～3月31日（木）
2月16日（水）～3月15日（火）

○国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」
では、所得税の申告書を作成することができます。
インターネットをご利用の方は、国税庁ホームページア
ドレス（http://www.nta.go.jp）をぜひご覧ください。
○申告書は、郵送などでお早めに提出してください。

岩国税務署（ 22 0111）

町民の皆さまに申請書を送付させていただきまし
たが、3月15日（火）までに必要事項をご記入のうえ
税務課に提出をお願いします。

税務課（ 52 2135内線203）

交通災害共済は、婦人会・自治会の方が2月25日
（金）から3月10日（木）までの間に、各家庭を訪問し
て会員募集を行ないます。
この募集期間中に、不在でご都合の悪い方につき

ましては、あらかじめ保健福祉課窓口で、2月3日
（木）から2月16日（水）まで加入受付をいたします。
また、募集期間終了後も加入することができます。
交通災害共済事業は、少ない掛け金で加入できる

助け合い制度です。ぜひ加入しましょう！

○1人につき　 500円
○中学生以下　300円
○平成17年4月1日現在で、満60歳以上の方は無料

交通事故により、災害を受けた日から2年間見舞
金の請求ができます。

保健福祉課福祉係（ 52 2135内線210）

インターネットで所得税の確定申告書
が作成できます。
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